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(1) Linac Study報告
(2) その他議論



Linac Machine Study (3, 4月)





1. PF-BT SP8 Calibration （終了）
2. Quad-BPM全数(継続）
3. PF-BT Q-Mag. Fudge(継続）
4. Multi-Enrgy（継続）
5. 穴あき標的（継続）
6. J-ARC energy変更(3-bunch加速の準備）
7. RF作業
8. Etc.



土日及び早朝シフト

• Machine Study予備
• Quad-BPM全数 (4, 5 sector終了）
• RF測定

– Dip試験(終了）
– サイラトロンのレンジング

• => N.G. エミッション測定



A1電子銃からPF入射
3/6(月)

• Safety mode : PF
• 同期： 非同期
• 共通Optics (加速後、2.5-GeVまで減速）
• 0.1-nC強 (BT-END),
• 入射率： 0.26mA/s @25-Hz





• Matchingが完璧ではな
いか？

• 次回3/13
（w./ 同期モジュール）



穴あき標的
3/1(水), 3/8(水)

①1nC e-を孔を通す(KEKB e- optics)
②1nC e-を孔を通す(e-サイズ絞りoptics)
③1nC e-を孔を通す(ターゲット下流e+ optics)
④10nC e-を孔を通す(KEKB e- optics)
⑤10nC e-をターゲットに当ててe+生成
（全系でKEKB e+ optics)

• 初回(3/1)のスタディでは、bumpのためのsteering kick 
angle不足のため、ストッパを調整し穴がビーム軸上に
くるように調整した。



上流側から見たターゲット

孔:φ3mm

タングステン
:φ5mm

下流側から見た
ターゲット



同時入射( Fast Beam Mode Switch)
• 穴あき標的による、e-/ e+切り替え方式は、
基本的にOK。実運転では、標的上流の
steering強化（パルス？）が必要。

---
今後の課題：

• 共通軌道補正。
• Multi-energy opticsでKEKB入射。


